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宣言しま
す！ 

   さわや
か市政 宣言しま
す！ 
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この冊子は１部当たり約26円で作成しています。

（ただし人件費など間接経費は含まれていません）

また、企業広告による掲載料は、広報伊万里発行

の印刷費の財源となっています。

昨年は伊万里商業が甲子園か

らの風を吹かせてくれました。

今年は、全国高校総体のさわや

かな風がこの伊万里の街に吹く

でしょう。わたしたち商店街も

この若者たちのさわやかな風を

大事に受け止め、街の活性化に

役立てていければと思います。

応援
メッセージ
NO.5

伊万里商店連合会

片岡 洋
よう

右
すけ

事業部長

特集 『防災』大雨・台風に備えて…
『６月は環境月間です』………

インフォメーション伊万里……………
教育と文化………………………………
みんなの広場……………………………
ほがらかページ…………………………
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スポーツ…………………………………
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名物伊万里『元気な滝野地区』………
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集
中
豪
雨
は
梅
雨
の
終

わ
り
ご
ろ
に
よ
く
起
り
ま

す
。
狭
い
地
域
に
限
ら
れ

突
発
的
に
降
る
た
め
、
そ

の
予
測
は
難
し
く
、
中
小

河
川
の
氾
ら
ん
や
土
石
流
、

が
け
崩
れ
な
ど
大
き
な
被

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
昨
年
９
月
、
市
内
で
尊

い
３
人
の
命
を
奪
っ
た
集
中
豪
雨

は
、
秋
雨
前
線
と
台
風
が
重
な
っ

た
も
の
で
し
た
。
少
し
で
も
異
常

や
危
険
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
避

難
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
自
分
の
家
の
ま
わ
り
や
通

勤
・
通
学
路
に
ど
の
よ
う
な
危
険

か
所
が
あ
る
か
、
普
段
か
ら
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
本
は
台
風
の
通
り
道

で
、
中
で
も
九
州
は
台
風

の
襲
来
が
多
い
と
こ
ろ
で

す
。
台
風
は
熱
帯
低
気
圧

の
ひ
と
つ
で
、
巨
大
な
空

気
の
渦
巻
き
と
い
え
ま
す
。
進
路

の
右
側
の
ほ
う
が
強
風

に
な
り
や
す
い
た
め
被

害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

雨
や
風
が
強
く
な
っ
て

か
ら
対
策
を
始
め
る
の

は
危
険
で
す
の
で
、
台

風
の
接
近
が
予
測
さ
れ

る
と
き
は
早
め
の
準
備

を
し
ま
し
ょ
う
。

今年は、昭和42年7月９日の大水害から40年目となります。市では、

大水害発生から今日まで、河川改修や急傾斜地崩壊対策事業、地すべり防

止工事など各種防災対策を行い、災害に強いまちづくりをめざしてきまし

た。しかし、台風や突然の大雨などによる災害は後を絶たず、昨年９月

16日の記録的豪雨によって発生した災害では、改めて自然災害の恐ろし

さと日ごろからの防災対策の重要性を認識したところです。そこで、年月

の経過とともに記憶が薄れつつある昭和42年の大水害を教訓とし、その

記憶を風化させないためにも、また、地域や家庭などにおいて一人ひとり

の『防災』意識を高めてもらうとともに、市と市民全体で防災対策を行っ

ていくため、７月９日を『市民防災の日』と定めます。

集 中 豪 雨

台 風 台
風
や
大
雨
は
襲
っ
て
く
る
時

期
や
規
模
を
あ
る
程
度
予
測
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

天
気
予
報
を
気
に
か
け
、
注
意
が

必
要
な
時
に
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
気
象
台
が
発
表

す
る
最
新
の
気
象
情
報
を
入
手
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

最
新
情
報
の
入
手
を

７月９日の『市民防災の日』の制
定を記念し、防災講演会を開催しま
す。お気軽にご参加ください。
◆日　時 ７月８日（日）

午前10時から
◆会　場 市民センター 文化ホール
◆内　容 防災に関する講演、防災

『標語』優秀作品の表彰、
災害写真・防災グッズの
展示など

◆問合先 総務課行政係
（1@3２１２３）

防災講演会を開催します

防
災
特
集

７
月
９
日
は

大
雨
・
台
風
に
備
え
て

災
害
対
策
は
情
報
収
集
か
ら
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伊万里市では『自分たちの地域は自分

たちで守ろう』を合言葉に、各行政区単

位で『地区防災会』が結成され、地区防

災委員を中心に自主的な防災活動が行

われています。

①　災害時要援護者（災害時の援護が
必要な一人暮らしの高齢者、障害者
など）の居住地の把握、確認
②　災害発生が予想される場合の、災
害時要援護者への声掛け巡回や住民
への警戒呼び掛け
③　災害情報の収集と市対策本部への
伝達
④　住民の防災意識の啓発、高揚
⑤　市が行う防災訓練への参加、協力
など

自分たちの地域は自分たちで守る

地区防災会の活動地区防災会の活動

土
砂
災
害
の
ほ
と
ん
ど
は
、
梅

雨
や
台
風
の
時
期
に
発
生
し
て
い

ま
す
。
地
質
や
斜
面
の
傾
き
な
ど

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
１
時

間
に
20
ミ
リ
以
上
降
り
始
め
て
か

ら
１
０
０
ミ
リ
以
上
の
雨
が
続
い

た
ら
土
砂
災
害
の
危
険
が
高
く
、

十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

土
砂
災
害
は
、
発
生
す
る
と
大

き
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

長
雨
や
大
雨
の
と
き
に
次
の
よ
う

な
現
象
を
確
認
し
た
ら
、
早
め
に

避
難
し
、
左
に
掲
げ
る
防
災
関
係

機
関
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

早
め
の
避
難
と
通
報
を

が 崩け れ

土 石 流

地 す べ り

・
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る

・
地
下
水
や
湧
き
水
が
止

ま
る

・
斜
面
の
ひ
び
割
れ
、
変

形
が
あ
る

・
小
石
が
落
ち
て
く
る

・
が
け
か
ら
音
が
す
る

・
異
様
な
に
お
い
が
す
る

・
山
鳴
り
が
す
る

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る

の
に
、
川
の
水
位
が
下

が
る

・
川
の
水
が
濁
っ
た
り
、

流
木
が
交
ざ
る

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で

き
る

・
井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る

・
が
け
や
斜
面
か
ら
水
が

吹
き
出
す

・
家
や
よ
う
壁
に
亀
裂
が

入
る

・
家
や
よ
う
壁
、
樹
木
、

電
柱
が
傾
く

土
砂
災
害
は
前
兆
に
注
意
！

防災情報の入手は『防災ネットあんあん(http://esam.jp)』が便利です(QRコードは8ページに掲載）
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て
は
、
県
の
工
事
で
土
砂
（
地
す

べ
り
か
所
）
の
撤
去
作
業
に
取
り

か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
し
ば
ら
く

時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。
国
道
の

復
旧
に
つ
い
て
は
、
県
の
土
砂
撤

去
作
業
に
よ
っ
て
地
す
べ
り
に
対

す
る
安
全
が
確
保
さ
れ
次
第
、
国

土
交
通
省
佐
賀
国
道
事
務
所
に
よ

り
早
急
に
取
り
か
か
る
予
定
と
な

本
格
的
な
雨
期
を
前
に
し
た
５

月
17
日
、
市
は
土
木
事
務
所
や
警

察
、
消
防
本
部
な
ど
と
合
同
で
防

災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
災
害

雨雨
期期
をを
前前
にに
防防
災災
パパ
トト
ロロ
ーー
ルル

１時間２㎜の動きで通行止めへ

発
生
の
恐
れ
が
あ
る
危
険
か
所
の

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
地
区
は
、

南
波
多
町
府
招
地
区
の
国
道
２
０

２
号
沿
い
地
す
べ
り
か
所
と
黒
川

町
畑
川
内
地
区
の
楠
立
川
の
２
か

所
で
、
い
ず
れ
も
昨
年
９
月
の
集

中
豪
雨
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
か
所
で
す
。

こ
の
日
は
、
地
区
の
区
長
や
危

険
か
所
の
近
隣
住
民
な
ど
か
ら
の

要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
現
地
を
念

入
り
に
調
査
し
、
こ
れ
ま
で
の
復

旧
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
対
策
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
す
べ
り
現
象
は
小
康

状
態
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
降

雨
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
地
す
べ

り
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

こ
の
場
合
、
道
路
利
用
者
の
安
全

確
保
の
た
め
全
面
通
行
止
め
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
す
べ
り
か
所
は
、
佐
賀
国
道

工
事
事
務
所
が
24
時
間
体
制
で
監

視
し
て
い
ま
す
。
地
す
べ
り
か
所

に
設
置
し
た
機
器
で
地
す
べ
り
の

前
兆
を
と
ら
え
た
場
合
（
地
盤
が

１
時
間
に
２
ミ
リ
動
い
た
と
き
）

通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

地
す
べ
り
か
所
に
隣
接
す
る
住

民
の
皆
さ
ん
は
、
地
す
べ
り
の
兆

候
が
現
れ
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
場

合
は
自
主
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

通
行
止
め
に
な
っ
た
場
合
は
、

上
の
図
に
示
す
う
回
路
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
通
行
の
際
は
そ

の
と
き
の
道
路
状
況
な
ど
を
確
認

の
う
え
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

佐
賀
国
道
事
務
所
が
安
全
を
確

認
し
た
後
に
通
行
止
め
が
解
除
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
先

国
土
交
通
省
九
州
地

方
整
備
局
佐
賀
国
道
事
務
所

（
1
０
９
５
２
#2
１
１
５
１
）

南波多町府招 国道202号沿い地すべり

復
旧
作
業
と
平
行
24
時
間
体
制
で
監
視
中

【
写
真
左
】
土
砂
の
撤
去

作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
南

波
多
町
府
招
地
区
の
地
す

べ
り
現
場
【
写
真
下
】
防

災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
様
子

南
波
多
町
府
招
地
区
で
は
、
昨

年
９
月
の
地
す
べ
り
災
害
に
よ
り
、

国
道
２
０
２
号
の
一
部
が
一
時
通

行
止
め
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
仮
設
道
路
に
よ
り
通
行
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
す
べ
り
か
所
の
対
策
に
つ
い

土
砂
撤
去
後
に
国
道
復
旧

昨
年
９
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
か
所
を
点
検

サ
イ
レ
ン
で
自
主
避
難
を

う回路

①南波多水留交差点
～(県道297号)～
②黒川町塩屋東交差点
③木須町交差点
～(国道204号)～
④国見台西交差点
～(国道202号)～
⑤上伊万里交差点

う回図
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：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。アドレス http://www.city.imari.saga.jp/
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◎は委員長、○は
副委員長、敬称略

◎ 笠　原　義　久
○ 樋　渡　雅　純
前　田　教　一
多久島　　　繁
松　永　孝　三
船　津　賢　次
前　田　久　年
下　平　美　代

◎ 岩　橋　紀　行
○ 山　増 秀　明
占　野　秀　男
高　木　久　彦
島　田　布　弘
田　中　啓　三
福　田　喜　一
盛　　　泰　子

◎ 前　田　儀三郎
○ 渡　邊　英　洋
松　尾　雅　宏
松　尾　博　幸
草　野　　　譲
堀　　　良　夫
内　山　泰　宏
浜　野　義　則

◎ 盛　　　泰　子
○ 前　田　久　年
松　永　孝　三
松　尾　博　幸
船　津　賢　次
内　山　泰　宏
岩　橋　紀　行
田　中　啓　三
浜　野　義　則

■
専
決
処
分

※

の
承
認

▽
損
害
賠
償
額
の
決
定

国
見
台
公
園
の
管
理
の
不
徹
底

に
よ
り
発
生
し
た
公
園
利
用
者
の

負
傷
事
故
に
対
す
る
損
害
賠
償
に

つ
い
て
、
専
決
処
分
に
よ
り
平
成

平
成
19
年
第
１
回
臨
時
会

平
成
19
年
第
１
回
臨
時
市
議
会
が
５
月
14
日
、
15
日
の
２
日
間
に
か
け

て
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
議
会
議
員
の
改
選
後
、
初
の
議
会
と
な

り
、
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
前
田
教
一

議
員
、
副
議
長
に
占
野
秀
男
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
常
任

委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
な
ど
の
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、

常
任
委
員
会
は
、
議
員
定
数
の
減
員
に
伴
い
産
業
経
済
委
員
会
と
建
設
委

員
会
が
統
合
さ
れ
、
数
が
１
つ
減
り
３
委
員
会
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
一
般
議
案
６
件
、
予
算
議
案
５
件
、
報

告
１
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

前 田 教 一 議 長

委 員 会 構 成

総 務 委 員 会

文教厚生委員会

産業建設委員会

議会運営委員会

一
　
般
　
議
　
案

19
年
３
月
23
日
に
賠
償
額
を
定
め

た
も
の
で
す
。

▽
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
高

齢
者
、
障
害
者
が
居
住
す
る
既
存

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
係

る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の
創

設
な
ど
に
つ
い
て
、
専
決
処
分
に

よ
り
平
成
19
年
３
月
30
日
に
条
例

を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
税
の

最
高
負
担
額
の
改

定
に
つ
い
て
、
専

決
処
分
に
よ
り
平

成
19
年
３
月
30
日

に
条
例
を
改
正
し

た
も
の
で
す
。

▽
平
成
18
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算

(

第
10
号)

各
種
公
共
事
業

費
の
確
定
な
ど
に

よ
り
、
市
債
を
増

額
す
る
な
ど
必
要
な
補
正
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
、
専
決
処
分
に
よ

り
平
成
19
年
３
月
30
日
に
補
正
予

算
を
編
成
し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
７
３
９
万
円

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成

18
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

２
２
２
億
１
８
１
１
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

委
員
・
馬
場
増
満
朗
氏
の
任
期

が
６
月
23
日
で
満
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
同
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
監
査
委
員
の
選
任

議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し

て
、
田
中
啓
三
議
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

■
平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

ほ
か

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
な
ど
５
件
の
特

別
会
計
予
算
の
補
正
を
行
う
も
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
18
年
度
の
決

算
見
込
み
に
お
い
て
歳
入
不
足
が

生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
平

成
19
年
度
の
歳
入
を
繰
り
上
げ
て

充
用
す
る
も
の
で
す
。

※
専
決
処
分

議
会
の
議
決
を
要
す

る
案
件
を
早
急
に
決
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
議
会
を
開

く
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
な
ど
に
、

市
長
の
判
断
で
決
定
（
処
分
）
し
、

そ
の
後
開
か
れ
る
議
会
で
そ
の
承
認

を
求
め
る
も
の

予
　
算
　
議
　
案

占 野 秀 男 副議長
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市
役
所
長
寿
社
会
課
内
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
専
門
の
相
談
窓
口

を
設
置
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ
の
家
族
・
近
隣
に

暮
ら
す
人
の
介
護
に
関
す
る
悩
み
、
健
康
や

福
祉
に
関
す
る
こ
と
な
ど
総
合
的
な
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
例
え
ば
こ
ん
な
相
談
に
応
じ
ま
す

○
自
宅
に
手
す
り
を
設
置
し
た
い

○
年
金
の
管
理
が
大
変

○
リ
ハ
ビ
リ
を
し
た
い

○
悪
徳
業
者
が
怖
い

○
物
忘
れ
が
心
配

○
介
護
が
大
変

○
介
護
保
険
に
つ
い
て
知
り
た
い
　
な
ど

■
問
合
先
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
長
寿
社
会
課
内

1
@3
２
１
５
５
）

■
ど
ん
な
ふ
う
に
変
わ
る
の
？

問
①
　
被
保
険
者
と
な
る
人
は
？

答

広
域
連
合
の
区
域
で
あ
る
県
内
市
町
に
住

む
75
歳
以
上
の
人
、
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り

な
ど
の
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
に
な
り
ま
す
。

問
②
　
病
院
で
の
自
己
負
担
は
い
く
ら
？

答

現
在
の
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
と
き
と

同
じ
で
、
一
般
の
人
は
１
割
負
担
、
現
役
並

み
所
得
の
あ
る
人
は
３
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

問
③
　
保
険
料
は
い
く
ら
？

答

保
険
料
は
広
域
連
合
で
決
め
ら
れ
県
内
統

一
し
た
金
額
に
な
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
年

金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
先

長
寿
社
会
課
（

1
@3
２
１
５
３
）

康
保
険
法
な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
75
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
心
身
の
特
性

や
生
活
実
態
を
踏
ま
え
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
『
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
』
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

の
制
度
は
、
保
険
料
・
現
役
世
代
か

ら
の
支
援
・
公
費
を
財
源
と
し
、
都

道
府
県
単
位
で
す
べ
て
の
市
町
村
が
加
入
す

る
広
域
連
合
が
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

賀
県
で
は
、
佐
賀
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
設
立
さ
れ
、今
後
、

保
険
料
を
は
じ
め
制
度
内
容
に
つ
い
て
決
定

し
て
い
き
ま
す
。

健こ佐
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し
て
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
受
講
料

個
人
９
０
０
０
円

夫
婦
・
家
族
・
法
人
・
グ
ル
ー
プ

５
人
以
上
１
人
８
０
０
０
円

◆
申
込
先

い
ま
り
浪
漫
大
学

事
務
局
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

（
1
@4
９
６
１
３
）

い
ま
り
浪
漫
大
学
第
５
期
講
座

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
は
６
月
28
日
か
ら
１
月

24
日
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
増
田
明
美
さ
ん
を
は
じ

め
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
の
著
名

人
４
人
に
よ
る
講
座
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

各
分
野
の
専
門
的
な
話
や
社
会

情
勢
、
裏
話
な
ど
、
生
涯
学
習
と

伊万里市長

伊万里駅前商店街振興組合販売促進部長

食のまちづくり推進委員会委員長

『伊万里食三昧』委員

伊万里中学校ＰＴＡ会長

伊万里・黒澤映画祭映像委員長

伊万里青年会議所理事長

香 月 常 道さん

木 須 旬
じゅん

子
こ

さん

鴨 川 幸 司さん

齋 藤 賢 司さん

前 田 くみ子さん

山 増 高 広さん

塚 部 芳 和

ま
ち
づ
く
り
を
語
ろ
う
会
in
伊
万
里
市

伊万里焼、伊万里牛、伊万里港など地域資源を生かした多彩な提言

伊
万
里
の
将
来
像
を
ど
う
描
い

て
い
く
か
を
テ
ー
マ
に
『
ま
ち
づ

く
り
を
語
ろ
う
会
in
伊
万
里
市
』

が
５
月
20
日
に
市
民
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
佐
賀
新
聞
社
が
地
域

応
援
事
業
と
し
て
開
い
た
も
の

で
、
こ
の
日
は
市
民
グ
ル
ー
プ
の

代
表
者
な
ど
７
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト

が
、
世
界
的
に
有
名
な
伊
万
里
焼

や
全
国
ブ
ラ
ン
ド
の
伊
万
里
牛
、

伊
万
里
ナ
シ
な
ど
豊
富
な
地
域
資

源
を
生
か
し
た
伊
万
里
市
の
活
性

化
策
を
論
議
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
塚
部
市
長
は
、
古
伊

万
里
を
積
ん
だ
当
時
の

帆
船
を
再
現
し
て
伊
万

里
川
に
係
留
し
た
り
、

護
岸
に
白
壁
土
蔵
の
商

家
郡
を
描
く
壁
画
を
制

作
す
る
な
ど
、
焼
き
物

文
化
が
漂
う
ま
ち
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ア
を
披
露
し
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、
子
育
て

と
同
じ
よ
う
に
、
ま
ち
を
育
て
る

『
ま
ち
育
て
』
の
視
点
の
必
要
性

が
強
調
さ
れ
た
ほ
か
、
市
民
と
行

政
の
関
係
に
つ
い
て
「
ま
ち
づ
く

り
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で

市
民
が
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
。

行
政
は
そ
の
舞
台
づ
く
り
を
」
な

ど
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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子
ど
も
た
ち
の
心
の
居
場
所
と
し

て
の
温
か
な
家
庭
に
、
さ
ら
に
は

『
思
い
や
り
の
心
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
』
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

★
家
読
に
は
き
ま
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
ん
な
や
り
方
で
も
Ｏ
Ｋ
。
家

族
で
ル
ー
ル
を
決
め
て
、
と
に
か
く

み
ん
な
で
始
め
ま
し
ょ
う
。
新
し
い

発
見
・
喜
び
の
世
界
・
家
族
の
ふ
れ

あ
い
が
あ
る
は
ず
で
す
。
で
も
「
ど

ん
な
本
を
読
め
ば
い
い
の
？
」
と
迷

っ
た
ら
、
市
民
図
書
館
に
行
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

伊
万
里
市
で
は

『
い
じ
め
な
し
都
市
宣

言
〜
思
い
や
り
の
心

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
通
し
て
〜
』
を

宣
言
し
、
伊
万
里
の

将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
心
豊
か
な
成
長
を
促
す
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

思
い
や
り
の
心
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

親
子
の
会
話
の
は
ず
む
、
子
ど
も

た
ち
の
心
の
居
場
所
と
し
て
の
温

か
な
家
庭
の
存
在
が
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
、
伊
万
里
市
で
は
６
月

１
日
か
ら
『
親
（
家
族
）
と
子
の

こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
家
読
（
う
ち
ど

く
）
の
す
す
め
』
に
取
り
組
み
ま

す
。
ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
の
時
間
を

減
ら
し
、
家
庭
の
中
で
親
子
一
緒

小
島
古
墳
は
、
山
代
町
久
原

の
波は

瀬ぜ

に
あ
る
小
島
の
頂
上
に

築
か
れ
た
前
方
後
円
墳

ぜ
ん
ぽ
う
こ
う
え
ん
ふ
ん

で
す
。

小
島
は
沖
合
い
約
４
０
０
㍍

に
浮
か
ぶ
島
で
し
た
が
、
現
在

は
陸
続
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

孤
島
の
頂
上
に
小
島
古
墳
が

あ
る
の
は
、
島
が
見
え
る
伊
万

里
湾
岸
に
暮
ら
し
、
海
上
交
易

や
漁
労

ぎ
ょ
ろ
う

を
し
て
い
た
人
々
の
王

が
葬
ら
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

古
墳
は
主
軸
を
東
北
東
に
と

り
、
全
長
約
43
㍍
、
後
円
部
の

高
さ
約
5.2
㍍
で
す
。
墳
丘
に
は

葺
石

ふ
き
い
し

が
あ
り
、
円
筒
埴
輪
片

は
に
わ
へ
ん

も

採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
円
部
に
横
穴
式
石
室
が

南
南
東
に
開
口
し
て
い
ま
す
。

死
者
を
葬
っ
た
玄
室

げ
ん
し
つ

は
、
奥

行
き
奥
壁
幅
と
も
に
約
３
㍍
、

高
さ
約
3.8
㍍
と
高
い
の
で
、

石
室
が
大
型
化
す
る
６
世
紀

中
ご
ろ
か
ら
後
半
に
築
か
れ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
細
長
い

羨
道

せ
ん
ど
う

（
玄
室
へ
の
通
路
）
は
、

長
さ
約
6.4
㍍
で
す
。

石
室
内
か
ら
鉄
鏃

て
つ
ぞ
く

や
刀
子

と

う

す

、

鋲
留

び
ょ
う
ど
め

金
具
、
碧
玉

へ
き
ぎ
ょ
く

製
管
玉

く
だ
た
ま

、

墳
丘
か
ら
須
恵
器

す

え

き

の
蓋
坏

ふ
た
つ
き

や

壷
、
土
師
器

は

じ

き

な
ど
が
出
土
し

ま
し
た
。

県
内
で
古
墳
が
あ
る
島
は
、

ほ
か
に
唐
津
市
の
神
集

か

し

わ

島
や

同
市
呼
子
町
加
部

か

べ

島
だ
け
で
す
。

松
浦
地
方
の
古
墳
文
化
を

研
究
す
る
上
で
貴
重
な
の
で
、

昭
和
51
年
に
佐
賀
県
史
跡
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

伊
万
里
市
の
文
化
財
@7

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

（
1
@3
３
１
８
６
）

大坪保育園児41人が１日図書館員
図書の貸し出しできたよ

『図書館記念日』の５月１日、市民図書

館では大坪保育園の園児41人を１日図書館

員に任命しました。園児たちは図書の貸し

出しをする係と本を借りる側とに分かれ、

バーコードを使って貸出業務を行うなど、

図書館での楽しい１日を過ごしました。

横 穴 式 石 室

『家読（うちどく）』
は、家庭で読書の習慣
を共有することです。
基本は家族みんなで好
きな本を読んで、読ん
だ本のことを話すこと
です。難しいルールは
いりません。同じ本を
みんなで読めば、家族
の会話も一層弾みま
す。また、お互いに本
を勧めあったり、家族
そろって本を選ぶな
ど、読む本を相談しあ
うことでコミュニケー
ションが深まります。

う ち ど く

に
本
に
親
し
む
こ
と
を
通
し
て
、

同
じ
空
間
で
同
じ
時
間
を
共
有

し
、
本
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
親

子
の
思
い
を
交
流
す
る
。
こ
の
こ

と
を
き
っ
か
け
に
家
族
の
き
ず
な

を
確
か
め
、
深
め
て
い
く
こ
と
が
、

我
が
家
の
や
り
方
で

気
軽
に
始
め
よ
う
！

本
選
び
に
迷
っ
た
ら

図
書
館
に
行
こ
う
！

家 読 と は
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青空の下でフリーマーケット
フリーマーケット『にこにこ広場』が東山代町のポ

リテクセンターで開かれました。これは、ＮＰＯ法人
にこにこくらぶの主催によるもので、青空の下、衣料
品や陶磁器などの不要品のほか、今では目にすること
が少なくなったロックや歌謡曲などのＬＰレコードな
どが販売され、多くの来場者で賑わいました。

西八谷搦公民館で、川東老人クラブ設立50周年記念
の催しが開かれました。この日は、同クラブの会員約
100人のほか、川東、医王両保育園の園児40人が出席
する中、佐賀県警察音楽隊が招かれました。『北の国か
ら』『きよしのズンドコ節』のほか『同期の桜』をはじ
めとする軍歌などの演奏が披露されました。

県警音楽隊の『きよしのズンドコ節』

各分野で活躍する女性たちの国際的なボランティア
団体『国際ソロプチミスト伊万里』の認証20周年を記
念して、市に車両３台が贈呈されました。３台の車に
は青色回転灯が装着されており、市では防犯パトロー
ルなどに使用することにしています。

4.29

4.13

『一輪ピック』一輪魂を見せつけろ！
一輪車の運動会『第21回一輪ピック』が波多津小学

校でありました。大会には、市内小学校８校や福岡県春
日市などから小学生178人が参加。短距離走のほかグル
ープ対抗の缶拾い走や技術を競う技能乗りなどが行わ
れ、子どもたちは日ごろの練習の成果を披露しました。

5.19

5.18

20周年を記念して市へ車両３台を贈呈
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子どものころを思い出し歌いました

介護する難しさも学びました

『第15回童謡・唱歌を歌う会』が市民センターであ
りました。これは、女性合唱団『コールいまり』が心が
歌に込められた童謡や唱歌を次世代に伝えようと毎年開
催しているもので、会場では出演者と来場者が一体とな
り、昔懐かしい名曲の数々が歌われました。

視覚障害者が歩きやすい街づくりをめざし視覚障害者
の会が毎年開催する『第13回白い杖で街を歩こう会』
が市民センターでありました。山元記念病院までアイマ
スクをつけて歩いた参加者は「方向感覚がわからず大変
で、また介護するのも難しかった」と体感しました。

白壁の街並が続く商店街の仲町観音通りで第１回祭
がありました。アーケードが撤去され、新しく生まれ
変わって１年が経ち、美しい街並として市の都市景観
賞を受賞した仲町観音通りでは、至誠龍神太鼓やエイ
サー隊の演舞などで賑わいをみせていました。

『新装』仲町観音通りで第１回祭

5.20

4.29

市
内
の
ピ
ア
ノ
、

電
子
オ
ル
ガ
ン
講
師

ら
７
人
で
作
る
『
愛

詩
子
（
ア
イ
シ
ス
）」

の
結
成
20
周
年
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
が
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。『
運
命
』
な

ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
や

映
画
音
楽
『
千
の
風

に
な
っ
て
』
の
ほ
か
、

市
内
の
ボ
ー
カ
ル
グ

ル
ー
プ
『
ア
リ
エ
ッ

タ
』
と
の
共
演
や
、

ふ
る
さ
と
伊
万
里
へ

の
思
い
を
綴
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
『
伊
風

堂
々
』
な
ど
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ス

テ
ー
ジ
で
満
員
の
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
伊
万
里
へ
の
思
い
を
綴
る

ア
イ
シ
ス
20
周
年
記
念
ス
テ
ー
ジ

『全国初！青バイ隊』が海上パトロール
黒川町にあるＮＰＯ法人『伊万里湾小型船安全協会』

が伊万里海上保安署と合同で伊万里湾をパトロールしま
した。本格的なマリンレジャーシーズンの到来を前に、
全国の小型船安全協会の中で唯一、水上オートバイによ
る巡視に取り組んでいる『青バイ隊（柳龍太郎隊長、
10人）』が、プレジャーボートやイカダに乗った釣客ら
に救命胴衣の着用などを呼びかけました。

5.3

5.6

【
写
真
右
】
人
を
包
み

込
む
優
し
さ
を
感
じ
さ

せ
る
ア
イ
シ
ス
の
演
奏

【
写
真
左
】
友
情
出
演

の
ア
リ
エ
ッ
タ
は
美
し

い
歌
声
を
披
露

5.19
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５
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
の
児

童
福
祉
週
間
を
前
に
４
月
24
日
、

二
里
町
の
中
里
保
育
園
と
黒
川
幼

稚
園
で
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
昨
年
か
ら
塚

部
市
長
が
市
内
の
保
育
園
や
幼
稚

こ
の
日
は
ち
ょ
っ
と
緊
張
気
味

の
ハ
ル
子
さ
ん
で
し
た
が
、
百
歳

の
お
祝
に
と
ご
家
族
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
応
え
お
得
意
の
歌
を
披
露
。

『
湯
島
の
白
梅
』『
炭
坑
節
』『
岸

壁
の
母
』
な
ど
手
拍
子
に
合
わ
せ

リ
ズ
ム
よ
く
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
歌
の
途
中
で
は
、
う
れ
し

さ
の
あ
ま
り
思
わ
ず
涙
ぐ
む
ハ
ル

子
さ
ん
で
し
た
。

園
を
回
り
掲
揚
式
を
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

中
里
保
育
園
で
は
、
園
児
か
ら

贈
ら
れ
た
手
作
り
の
兜

か
ぶ
と

を
つ
け
た

塚
部
市
長
と
園
児
た
ち
が
、
元
気

い
っ
ぱ
い
に
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
。

そ
の
後
に
は
、
全
園
児
に
よ
る
こ

い
の
ぼ
り
の
合
唱
や
年
長
組
８
人

に
よ
る
『
わ
ん
ぱ
く
太
鼓
』

の
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
塚
部
市
長
か
ら

『
大
空
へ
向
か
っ
て
す
く

す
く
育
て
』
と
書
か
れ
た

色
紙
な
ど
が
園
児
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
「
こ
い
の
ぼ

り
の
よ
う
に
元
気
に
た
く

ま
し
く
育
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
園
児
た
ち
に
話
し

ま
し
た
。

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
（
中
里
保
育
園
）

大大
空空
へへ
向向
かか
っっ
てて
　　
すす
くく
すす
くく
育育
てて

金
子
ハ
ル
子
さ
ん
（
山
代
町
久

原
三
区
）
が
め
で
た
く
百
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
、
５
月
７
日
、

塚
部
市
長
か
ら
80
番
目
と
な
る
百

寿
記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

市
長
が
百
寿
メ
ダ
ル
を
ハ
ル
子

さ
ん
の
首
に
か
け
「
市
内
最
高
を

め
ざ
し
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」

と
声
を
か
け
る
と
、
ハ
ル
子
さ
ん

は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

高
齢
者
交
通
安
全

１
日
捜
査
官

交
通
死
亡
事
故
現
場
を
検
証

５
月
17
日
、
市
内
４
町
の
高
齢

者
交
通
安
全
指
導
員
15
人
が
１
日

捜
査
官
と
な
り
、
交
通
死
亡
事
故

現
場
で
事
故
の
原
因
、
回
避
法
な

ど
を
検
証
す
る
交
通
安
全
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
11
月
か
ら
今
年
４

月
ま
で
に
、
高
齢
者
に
関
わ
る
死

亡
事
故
が
８
件
連
続
で
発
生
し
た

こ
と
か
ら
、
高
齢
者
に
対
し
交
通

安
全
意
識
の
浸
透
を
図
る
た
め
、

市
交
通
対
策
協
議

会
が
行
っ
た
も
の

で
、
参
加
し
た
指

導
員
の
皆
さ
ん
は

３
か
所
の
現
場
で
、

警
察
に
よ
る
説
明

を
熱
心
に
受
け
て

い
ま
し
た
。



わ
た
し
は
お
外
で
遊
ぶ
の
が
大

好
き
な
の
。
い
つ
も
裸
足
で
飛
び

出
し
て
い
く
か
ら
、
お
母
さ
ん
に

怒
ら
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
。
い
つ
も
優

し
く
遊
ん
で
く
れ
る
お
姉
ち
ゃ
ん

が
大
好
き
で
、変
な
顔
と
か
も
教
え

て
く
れ
る
よ
。
早
く
大
き
く
な
っ

て
、
る
な
お
姉
ち
ゃ
ん
み
た
い
に

バ
レ
エ
を
上
手
に
踊
り
た
い
な
！

山
やま

口
ぐち

奈
な

保
お

美
み

さん(19歳)

ひ
ょ
う
き
ん
な
二
人
、
い
つ
も
家

の
中
を
明
る
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
い
つ
ま
で
も
姉
妹
仲
良
く
し

て
い
て
ね
Q

★
お
仕
事
は

東
洋
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
1
第
二
九
州

工
場
で
働
い
て
ち
ょ
う
ど
１
年
に

な
り
ま
す
。
経
理
の
仕
事
を
し
て

い
て
、
期
日
ま
で
に
処
理
す
る
の

が
大
変
で
す
が
、
楽
し
く
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

★
特
技
は

パ
ソ
コ
ン
を
打
つ
こ
と
で
、
高
校

時
代
に
は
全
国
大
会
に
も
出
場
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
休
日
の
過
ご
し
方
は

主
に
洋
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
た
り
、

海
外
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
は
ま
っ

て
よ
く
観
て
い
ま
す
ね
。

★
や
っ
て
み
た
い
こ
と

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
ゆ
っ
く
り

１
週
間
ぐ
ら
い
行
き
た
い
で
す
ね
。

★繁嘉・朱美さんの次女
★大坪町つつじケ丘

★大坪町栄町

★かに座・O型
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■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

牧
島
の
象
徴
で
あ
る
カ
ブ
ト
ガ

ニ
を
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
、
牧

島
山
の
緑
と
海
の
青
を
表
し
て
い

ま
す
。

■
公
民
館
愛
称

美
し
い
自
然
と
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
ま

ち
牧
島

■
町
　
木

イ
ス
の
木

■
町
　
花

は
ま
ぼ
う

牧
島
地
区

地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
。

地
域
住
民
が
、
愛
着
と
親
し
み
を
も
っ
て

公
民
館
に
集
い
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
相

互
の
連
帯
感
を
強
め
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
各
町
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
地

域
の
発
展
と
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
の
た

め
に
、
町
の
理
想
像
な
ど
を
掲
げ
た
『
町

民
憲
章
』
な
ど
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

梶
かじ

原
はら

夕
ゆう

奈
な

ちゃん ( )１歳
９か月
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６月の市民スポーツ

６月の町民スポーツ

10日(日)、16日(土)、17日(日)

●市長旗争奪中学生野球大会

８時20分開会　国見台野球場ほか

10日（日）

●伊万里市民グラウンドゴルフ大会

８時半開会　伊万里湾大橋球技場

●近郊中学生バレーボール大会

９時開会　国見台体育館

17日（日）

●スポーツ少年団交流大会

８時開会　南波多小・中学校

●会長杯争奪親子バレーボール大会

９時開会　国見台体育館

24日（日）

●あじさいカップ選手権

バドミントン大会

９時開会　国見台体育館

３日（日）
●東山代町子ども会

グラウンドゴルフ大会
８時半開会　東山代小学校ほか

●伊万里町民球技大会
８時40分開会　伊万里小学校ほか
17日（日）
●ニ里町民グラウンドゴルフ大会
●ニ里町民インディアカ大会
●ニ里町民婦人バレーボール大会
８時半開会　ニ里小学校

●ニ里町民ゲートボール大会
８時半開会　二里ゲートボール場

24日（日）
●黒川町民球技大会
８時開会　黒川小学校

●牧島町民球技大会
８時半開会　牧島小学校

●大川町民球技大会
８時半開会　大川体育館ほか

●東山代町民バレーボール大会
８時半開会　東山代小学校ほか

第
30
回
市
長
旗
争
奪
伊
万
里
地

区
高
等
学
校
野
球
春
季
大
会
が
、

４
月
30
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
国

見
台
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
伊
西
地
区
５
校
に
よ

る
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

リ
ー
グ
戦
の
結
果
、
上
位
２
校

が
３
勝
１
敗
で
並
び
ま
し
た
が
、

２
試
合
を
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
で
勝

利
し
、
投
打
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
伊
万
里
農
林
高
校
が
、
大
会
規

定
に
よ
り
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。
ま
た
、
上

位
３
校
は
、
６
月
１
日
開

幕
の
第
54
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
佐

賀
県
高
等
学
校
野
球
大
会

へ
出
場
し
ま
す
。

■
優
　
勝
（
３
勝
１
敗
）

伊
万
里
農
林
高
校

■
準
優
勝
（
３
勝
１
敗
）

有
田
工
業
高
校

■
３
　
位
（
２
勝
２
敗
）

伊
万
里
商
業
高
校

■
４
　
位
（
２
勝
２
敗
）

伊
万
里
高
校

■
５
　
位
（
４
敗
）

敬
徳
高
校

４
月
28
日
、
春
の
甲
子
園
大
会

に
出
場
し
た
大
牟
田
高
校（
福
岡
県
）

を
招
き
、
招
待
高
校
野
球
が
国
見

台
野
球
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
秋
季

大
会
か
ら
の
成
績

で
上
位
２
校
と
な

っ
た
敬
徳
高
校
と

有
田
工
業
高
校
が

大
牟
田
高
校
と
対

戦
。
見
ご
た
え
あ

る
試
合
に
、
会
場

に
詰
め
か
け
た
多

く
の
高
校
野
球
フ

ァ
ン
か
ら
た
く
さ

ん
の
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

招

待

高

校

野

球

敬
徳
と
有
工
が
選
抜
出
場
の
大
牟
田
高
校
と
対
戦

■
試
合
成
績

●
有
田
工
業
０
対
６
大
牟
田
高

●
敬
徳
高
校
３
対
５
大
牟
田
高敬徳高校　対　大牟田高校
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４
月
28
日
と
29
日
、
第
10
回
記

念
全
九
州
シ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
Ｎ
Ｅ
Ｗ
伊
万
里
大
会
が
、
国

見
台
体
育
館
と
西
有
田
中
学
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
40
歳
以
上
の
男
子

チ
ー
ム
伊
万
里
イ
エ
ロ
ー
ズ
な
ど

九
州
各
県
か
ら
20
チ
ー
ム
３
２
７

人
が
出
場
し
ま
し
た
。
選
手
の

『
若
さ
』あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
に
観
客

か
ら
は
、ど
よ
め
き
と
歓
声
が
起
こ

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
、
伊
万
里
イ
エ
ロ

ー
ズ
は
惜
し
く
も
予
選
敗
退
し
、

福
岡
県
代
表
の
那
珂
川
ク
ラ
ブ
と

大
牟
田
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
が
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

■
伊
万
里
イ
エ
ロ
ー
ズ
の
成
績

○
伊
万
里
　
57
対
29

鹿
児
島
マ

ス
タ
ー
ズ
（
鹿
児
島
）

●
伊
万
里
　
41
対
65

松
橋
シ
ニ

ア
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
ズ
（
熊
本
）



る
診
断
（
診
療
科
目
は
、
整
形

外
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
）

②
医
療
に
関
す
る
相
談

③
補
装
具
の
交
付
ま
た
は
修
理
、
適

合
な
ど
に
関
す
る
相
談
、
判
定

④
施
設
入
所
に
関
す
る
相
談
、
そ

の
他
更
生
指
導
に
関
す
る
こ
と

●

対
象
者

身
体
に
機
能
的
障
害
を
有
し
、

右
記
の
内
容
の
い
ず
れ
か
に
つ

い
て
相
談
を
希
望
す
る
人

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

●

申
込
・
問
合
先
　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（

1
@3
２
１
５
６
）

●

日
　
時

６
月
13
日
（
水
）

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

●

会
　
場

伊
万
里
商
工
会
館

●

内
　
容

①
特
許
・
商
標
の
検
索
・
調
査
方
法

②
出
願
制
度
と
出
願
方
法

③
特
許
流
通
制
度
と
制
約
事
例

④
個
別
相
談
会

●

申
込
方
法

郵
便
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

●

申
込
・
問
合
先
　

0
８
４
９
‐
０
９
３
２

佐
賀
市
鍋
島
町
八
戸
溝
１
１
４

佐
賀
県
知
的
所
有
権
セ
ン
タ
ー

（
1
０
９
５
２
#0
８
１
９
１
）

（
5
０
９
５
２
#2
６
３
０
０
）
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家
庭
内
の
も
め
ご
と
・
近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
・
女
性
や
子
ど
も
に
対
す

る
虐
待
・
差
別
な
ど
の
人
権
問
題
に

つ
い
て
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
伊
万
里
会
場
】

●

日
　
時

６
月
19
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会
　
場

市
役
所
１
階
市
民
相

談
コ
ー
ナ
ー

●

担
　
当

人
権
擁
護
委
員

井
之
一
行
氏
・
原
田
奈
生
美
氏

【
山
代
会
場
】

●

日
　
時

６
月
20
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会
　
場

山
代
公
民
館

●

担
　
当

人
権
擁
護
委
員

金
子
義
弘
氏

●

問
合
先

佐
賀
地
方
法
務
局

伊
万
里
支
局
（
1
@3
２
４
９
２
）

市
内
の
福
祉
施
設
利
用
者
の
歌

や
踊
り
の
発
表
と
書
道
や
陶
芸
な

ど
の
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い

●

日
　
時

６
月
９
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
３
時
半

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

入
場
料

無
　
料

※
作
品
は
、
６
月
４
日
（
月
）
か

ら
15
日
（
金
）
ま
で
市
民
セ
ン

タ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す

●

問
合
先
　
伊
万
里
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
1
@2
３
９
３
１
）

市
で
は
、
駐
在
員
業
務
を
円
滑

に
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の

区
に
住
所
が
あ
る
世
帯
の
世
帯
主

名
、
世
帯
員
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
、
性
別
を
記
入
し
た
世
帯
台

帳
を
各
区
の
駐
在
員
の
皆
さ
ん
へ

配
付
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
市
の
条
例
に
よ
り

駐
在
員
の
皆
さ
ん
へ
十
分
な
注
意

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

●

問
合
先

総
務
課
行
政
係

（

1
@3
２
１
２
３
）

●

期
　
日

６
月
21
日
（
木
）

●

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

※
医
学
的
判
定
は
午
後
２
時
〜

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容

①
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
に
関
す

無
料
特
設
人
権
相
談

各
区
の
駐
在
員
に

世
帯
台
帳
を
配
付

くらしのお
知
ら
せ

ほ
ほ
え
み
広
げ
て

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

身
体
障
害
者
更
生

相
談
所
の
巡
回
相
談

特
許
・
商
標
等
の
知
的

財
産
権
の
説
明
相
談
会



に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
町

公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●

応
募
期
限

６
月
29
日
（
金
）

●

問
合
先

市
民
音
楽
祭
実
行
委

員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
　
　
1
@2
１
２
６
２
）

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
楽
し

く
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

日
　
時

６
月
18
日
（
月
）
〜

10
月
26
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会
　
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
こ
に

こ
く
ら
ぶ
（
東
山
代
町
里
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
）

●

内
　
容

①
和
紙
づ
く
り
（
月
・
水
・
金
）

②
野
菜
づ
く
り
（
火
・
木
）

③
手
芸
（
水
）

※
各
コ
ー
ス
と
も
午
前
、
午
後
、

終
日
と
自
由
に
参
加
で
き
ま
す

●

参
加
費

各
コ
ー
ス
千
円

●

申
込
・
問
合
先
　
に
こ
に
こ
く

ら
ぶ
事
務
局
（
1
@8
１
３
５
３
）

●

対
　
象
　
市
内
在
住
の
小
・
中

学
生
の
親
子
（
祖
父
母
で
も
可
）

●

開
講
日
時
（
全
８
回
開
催
）

▽
７
月
９
、
17
、
23
、
30
日

▽
８
月
６
、
13
、
20
、
27
日

▽
午
後
６
時
〜
８
時

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

定
　
員

18
組
（
36
人
）

●

受
講
料

２
５
０
０
円

※
別
途
材
料
費
が
必
要
で
す

（
２
０
０
０
円
程
度
）

●

申
込
期
限

６
月
22
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

●

申
込
・
問
合
先

市
民
セ
ン
タ
ー

（

1
@2
３
９
１
１
）

市
民
の
心
が
響
き
あ
う
『
市
民

音
楽
祭
』
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

あ
な
た
も
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
ま
せ
ん
か
。

●

日
　
時

12
月
２
日
（
日
）

12
時
半
開
演

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

募
集
部
門

歌
（
合
唱
）、
器
楽
（
重
奏
）

※
ソ
ロ
出
場
、
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
な
ど
は
参
加
で

き
ま
せ
ん

●

応
募
資
格

市
内
在
住
者
ま
た

は
市
内
で
常
時
活
動
し
て
い
る

団
体
に
所
属
し
て
い
る
人

●

応
募
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

21 2007.6

くらしの

ぼ
し
ゅ
う

次
代
の
郷
土
を
担
う
青
少
年
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に
『
伊
万

里
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
』
を
行
い
ま

す
。
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
沖
縄
で
、

感
動
の
夏
を
体
験
し
よ
う
。

●

研
修
地

沖
縄
本
島
、
渡
嘉
敷
島

●

内
　
容

海
洋
研
修
、
野
外
キ

ャ
ン
プ
、
平
和
学
習
な
ど

●

期
　
間
（
５
泊
６
日
）

７
月
25
日
（
水
）
〜
30
日
（
月
）

●

定
員
と
参
加
費

▽
小
学
５
・
６
年
生

30
人
、
５
万
円

▽
中
学
生

６
人
、
５
万
５
０
０
０
円

▽
高
校
生
等
（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

４
人
、
３
万
円

●

申
込
期
限

６
月
20
日
（
水
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選

抜
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

●

申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
内
青
少
年
育
成
市
民
会
議

事
務
局
（

1
@2
１
２
６
２
）

ま
た
は
各
町
公
民
館

市
民
セ
ン
タ
ー
親
子
で

お
菓
子
づ
く
り
教
室

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で

感

動

の

夏

を

！

市

民

音

楽

祭

出

場

者

募

集

『
に
こ
講
座
・
前
期
』

受

講

生

募

集

危険物安全週間　６月３日～９日 『危険物　目指せ無事故の　ＭＶＰ』
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●

日
　
時

６
月
17
日
（
日
）

午
前
10
時

●

集
合
場
所
　
市
役
所
玄
関
前

●

内
　
容
　
川
内
野
で
黒
米
の
田

植
え
体
験
。
昼
食
は
、
地
元
農

家
に
よ
る
手
作
り
黒
米
料
理

●

参
加
費
　
１
５
０
０
円

●

募
集
人
員
　
20
人
程
度
（
抽
選
）

●

申
込
方
法
　
四
季
の
館
・
松
浦

の
里
・
山
代
東
部
農
産
物
直
売
所
、

Ａ
コ
ー
プ
伊
万
里
店
、
ウ
ェ
ル

サ
ン
ピ
ア
伊
万
里
、
市
民
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
に
申
し
込
み
用

紙
と
応
募
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す

●

申
込
期
限
　
６
月
11
日
（
月
）

●

問
合
先

農
業
振
興
課

（

1
@3
２
５
５
７
）

●

対
　
象

親
子
（
子
と
祖
父
母
で
も
可
）

●

受
講
料

無
　
料

●

申
込
期
限

６
月
30
日
（
土
）

※
そ
れ
ぞ
れ
、
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り

▽
親
子
で
楽
し
む

わ
く
わ
く
農
業
教
室

●

実
施
日
時
（
７
回
）

９
月
８
日
、
22
日
、
10
月
13
日
、

11
月
24
日
、
12
月
８
日

午
前
９
時
半
〜
正
午

●

定
　
員

10
組

●

教
材
費

５
０
０
円

▽
親
子
で
つ
く
る
手
作
り
食
品
教
室

●

実
施
日
時
（
４
回
）

９
月
８
日
、
10
月
13
日
、
11
月

24
日
、
12
月
８
日

午
後
１
時
〜
４
時

●

定
　
員

15
組

●

教
材
費

毎
回
５
０
０
円
程
度

▽
親
子
で
楽
し
む

森
と
も
の
つ
く
り
教
室

●

実
施
日
時
（
３
回
）

10
月
６
日
、
20
日
、
11
月
10
日

午
後
１
時
〜
４
時

●

定
　
員

10
組

●

申
込
・
問
合
先
　
伊
万
里
農
林

高
校
（
1
@3
４
１
３
８
）

江
戸
時
代
の
伊
万
里
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●

日
　
時

毎
月
第
２
金
曜
日

午
後
１
時
半
〜
３
時

※
８
月
は
お
休
み
し
ま
す

●

会
　
場

市
民
図
書
館

●

講
　
師
　
前
山
　
博
先
生

（
元
市
史
執
筆
委
員
会
委
員
長
）

●

年
会
費
　
３
０
０
０
円

※
市
郷
土
研
究
会
員
は
２
０
０
０
円

●

申
込
・
問
合
先

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
1
@2
１
２
６
２
）

田
植
え
と
黒
米
料
理

畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン

近
世
文
書
研
究
会

受

講

生

募

集

伊
万
里
農
林
高
校
で

学

校

開

放

講

座

平
成
19
年
６
月
１
日
時
点
に
お

け
る
児
童
の
養
育
状
況
や
所
得
な

ど
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け

る
要
件
に
つ
い
て
確
認
す
る
た
め

現
況
届
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
内
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●

対
　
象

児
童
手
当
を
現
在
受

給
し
て
い
る
人
で
、
小
学
校
６

年
生
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
（
公
務
員
を
除
く
）

●

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

②
受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康

保
険
証
の
コ
ピ
ー
（
国
民
年

金
加
入
の
人
は
除
く
）

③
児
童
が
市
外
在
住
の
場
合

は
、
児
童
の
住
民
票
（
世
帯

全
員
が
記
載
の
も
の
）

④
平
成
19
年
１
月
２
日
以
降
に

転
入
し
た
人
は
、
平
成
19
年

１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
発

行
の
平
成
19
年
度
児
童
手
当

用
所
得
証
明
書

※
出
張
所
で
手
続
き
を
す
る
地
区

の
人
は
、
期
間
中
は
市
役
所
に

関
係
書
類
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

★
児
童
手
当
額
（
月
額
）

▽
第
１
子
　
　
　
　
５
０
０
０
円

▽
第
２
子
　
　
　
　
５
０
０
０
円

▽
第
３
子
以
降
　
１
０
０
０
０
円

※
３
歳
未
満
一
律
１
０
０
０
０
円

守って！電波のルール ６月１日～10日までは電波利用保護旬間です
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くらしの

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の株式会社三光までお願いします（1@3５８０８）



人のうごき
平成19年５月１日現在
●人口　58,541人　（－ 129）

男　27,928人　（－ 50）
女　30,613人　（－ 79）

●世帯　21,264世帯（＋ 6）
（ ）は前月比

編

集

室

か

ら

広報　　　　　 2007-6
■発行日／平成19年６月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係

(0955)23-4313（ダイヤルイン）
〒848-8501佐賀県伊万里市立花町1355番地1

■伊万里市のホームページ
http://www.city.imari.saga.jp/

■印　刷／山口印刷株式会社

13
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
『
家
読
』、
わ
が
家
で

も
早
速
実
践
し
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
は
取
り
組

み
や
す
い
よ
う
に
と
マ
ン
ガ
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
と
内
容
に
つ
い
て
感
想

を
述
べ
あ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
笑
い
の
ツ
ボ
が

違
う
こ
と
が
判
明
。
父
親
と
し
て
家
族
に
相
手

に
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
前
に
、
オ
ヤ
ジ
ギ
ャ

グ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
ね
ば
…
そ
う
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
第
１
回
目
の『
家
読
』で
し
た
。（
健
）

川内野地区では、財団法人自治総合センター
から宝くじ普及広報事業助成（一般コミュニテ
イ助成事業）を受け、児童公園（川内野あおぞ
ら公園）を新設しました。４月28日に落成式
が行われ、早速、子どもたちの元気な声がこだ
ましていました。

完成！川内野あおぞら公園

春らんまん『つつじ祭り』『夢の市』で田舎満喫

い
や

伊
万
里
市
の
最
西
部
に
あ
っ
て
長
崎
県
と
の
県
境
の
山

あ
い
に
広
が
る
東
山
代
町
の
滝
野
地
区
。
伊
万
里
湾
が
一

望
で
き
る
竹
の
古
場
公
園
を
有
し
、
玄
海
国
定
公
園
に
指

定
さ
れ
る
風
光
明
媚
な
山
あ
い
の
里
で
、『
つ
つ
じ
祭
り
』

『
夢
の
市
』
と
い
っ
た
地
域
お
こ
し
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
元
気
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

滝
野
地
区
の
中
の
滝
川

内
地
区
で
は
、
毎
年
５
月

５
日
に
竹
の
古
場
公
園
で

恒
例
の
『
つ
つ
じ
祭
り
』

が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か

ら
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。
今
年
は
あ
い

に
く
の
雨
で
、
会
場
を
滝

川
内
公
民
館
に
移
し
て

『
ミ
ニ
つ
つ
じ
祭
り
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
産

の
よ
も
ぎ
を
使
っ
た
名
物

『
つ
つ
じ
餠
』
な
ど
の
農
産

加
工
品
の
販
売
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

の
ほ
か
、
地
元
の
子
ど
も

た
ち
が
踊
る
『
よ
さ
こ
い
』

ス
テ
ー
ジ
な
ど
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

一
方
、
川
内
野
地
区
で

は
、
同
じ
日
に
夢
耕
房
た

き
の
で
『
み
ど
り
き
ら
め

く
夢
の
市
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
春
と
秋

の
年
２
回
行
わ
れ
て
お
り
、

地
元
産
の
黒
米
を
使
っ
て

直
径
1.6
メ
ー
ト
ル
の
巨
大

な
『
元
気
鍋
』
で
作
ら
れ

る
名
物
『
黒
米
だ
ご
汁
』

が
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど

に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
親
子
で
ハ
ヤ
釣

り
体
験
や
竹
細
工
づ
く
り

が
楽
し
め
る
ほ
か
、
黒
米

を
原
料
と
し
た
日
本
酒

『
万
里
春

ば
ん
り
の
は
る

』
が
市
内
の
酒
造

メ
ー
カ
ー
か
ら
新
発
売
さ

れ
る
な
ど
、
自
然
や
特
産

を
活
か
し
た
ア
イ
デ
ア
豊

富
な
取
り
組
み
が
拡
大
し

て
い
ま
す
。

滝川内公民館では名物『つつじ餠』のほ
か滝川内米や新茶の販売が行われました

直径1.6メートルの巨大鉄鍋『元気鍋』
で黒米だご汁2000人分が作られました

川内野産の黒米
を原料とした日
本酒『万里春

ばんりのはる

』。
この度新発売と
なりました
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